
 

【令和７年度 山口県瀬戸内海環境保全協会会長表彰 受賞者】 

  当協会会長表彰は、昭和５９年度から始まり、令和６年度までに１０６団体、２２個

人が受賞している。 

団  体  名 上 関 町
かみのせきちょう

観光
かんこう

協会
きょうかい

 

活動の概要 

平成５年より、観光協会会員を中心に、取組に賛同する地元企業の

従業員とともに、海水浴客が多く訪れる中ノ浦海浜公園の清掃活動を

毎年７月に実施している。 

また、令和３年度からは上関小学校・中学校と連携し、児童生徒も

参加することになり、学童期からの環境保全の啓発を行うなど、瀬戸

内海の環境保全に貢献した。 

 

【令和７年度 環境保全に関する標語・川柳の入選作品】 

○標 語 

区分 受賞作品 所属等 氏名 

金賞 そっと拾った その手でつなぐ 海と未来 NGKエレクトロデバイス㈱ 野村
のむら

 優子
ゆうこ

 

         （ほか 銀賞２点、銅賞３点、佳作４０点） 

○川 柳 

区分 受賞作品 所属等 氏名 

金賞 SDGs 心に刻み 未来へGo 山九㈱ 岩国支店 升谷
ますたに

 大樹
だいき

 

（ほか 銀賞２点、銅賞３点、佳作２０点） 

＜参考：環境保全に関する標語・川柳の概要＞ 

◇募集期間 令和７年６月１日～３０日（瀬戸内海環境保全月間） 

◇応募総数 標語：４,３６８点 、川柳：３,６５７点 

◇選 考 者 標語：全国 SLAスーパーバイザー 長尾 幸子（ながお さちこ）氏 

         （全国 SLA：公益社団法人全国学校図書館協議会） 

川柳：山口県川柳協会 会長 渋谷 栄子（しぶや えいこ）氏 

◇活用方法 瀬戸内海の環境保全に関する普及啓発で活用（来年度の懸垂幕に金賞作品を活用） 

山口総合庁舎              下関市役所 

  


